
冬 春夏秋

桜が咲き誇る春、日本海が美しく輝く夏、金色の稲穂が風にそよぐ秋、純白の雪で覆われる静かな冬。
四季折々に魅力ある上越市。季節にあわせてさまざまな催しが行われます。
熱き情熱の鼓動が、多くの人々の感動と共感を呼び、人と人を結びつけます。

長
い
冬
が
終
わ
る
と
、桜
も
梅
も
美
し
く
咲
き
誇
る
春
が
や
っ
て
き
ま
す
。

高
田
城
址
公
園
で
は
、公
園
と
そ
の
周
辺
を
含
め
て
約
４
，０
０
０
本
の
桜
の
開
花
に
あ
わ
せ
て
観
桜
会
が
催
さ
れ
ま
す
。

三
重
櫓
と
桜
が
約
3
，0
0
0
個
の
ぼ
ん
ぼ
り
の
明
か
り
に
映
え
、お
堀
の
水
面
に
う
つ
る
様
は「
日
本
三
大
夜
桜
」

の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
ほ
ど
美
し
く
、見
る
人
に
春
の
喜
び
を
満
喫
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

■
4
月
上
旬
〜
中
旬
　
■
高
田
公
園

高
田
城
址
公
園
観
桜
会

日
本
三
大
夜
桜
の
一つ
、
花
に
酔
い
し
れ
る
ひ
と
と
き

■
4
月
上
旬
〜
中
旬
　
■
高
田
城
址
公
園

約
3
0
0
本
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
咲
き
誇
る
春
の
風
物
詩
。

期
間
中
、様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

■
4
月
第
1
土
曜
日
〜
第
3
日
曜
日
　
■
柿
崎
区 

坂
田
池
湖
畔

坂
田
池
観
桜
会

■
4
月
第
1
土
曜
日
〜
第
3
日
曜
日
　
■
柿
崎
区 

坂
田
池
湖
畔

■
6
月
上
旬
　
■
大
潟
区 

大
潟
キ
ャ
ン
プ
場
駐
車
場
ほ
か

大
潟
区
に
伝
わ
る「
か
っ
ぱ
伝
説
」に
ち
な
み
、

い
た
ず
ら
か
っ
ぱ
が
年
に
一
度
だ
け
お
お
は
し
ゃ
ぎ
す
る
お
祭
り
で
す
。

大
潟
か
っ
ぱ
祭
り

■
6
月
上
旬
　
■
大
潟
区 

大
潟
キ
ャ
ン
プ
場
駐
車
場
ほ
か

■
６
月
中
旬
〜
７
月
上
旬
　
■
大
島
区
仁
上
　
ほ
た
る
橋
・ほ
た
る
公
園
、ほ
た
る
見
台

大
自
然
の
中
、ほ
た
る
が
放
つ
光
が
見
る
人
の
心
に
も
明
か
り
を
灯
し
ま
す
。

仁
上
ほ
た
る
ま
つ
り

に
が
み

■
６
月
中
旬
〜
７
月
上
旬
　
■
大
島
区
仁
上
　
ほ
た
る
橋
・ほ
た
る
公
園
、ほ
た
る
見
台

■
6
月
20
日
〜
22
日
　
■
柿
崎
区 

浄
福
寺
、
浄
善
寺
及
び
周
辺
道
路

親
鸞
聖
人
の
遺
徳
を
し
の
ん
で
開
催
さ
れ
る
伝
統
の
祭
り
。約
1
2
0
店
も
の
露
店
が
連
な
り
、

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
も
実
施
さ
れ
、大
変
な
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
ま
す
。

お
引
き
上
げ
商
工
ま
つ
り

■
6
月
20
日
〜
22
日
　
■
柿
崎
区 

浄
福
寺
、
浄
善
寺
及
び
周
辺
道
路

■
6
月
下
旬
〜
8
月
上
旬
　
■
た
に
は
ま
・
な
お
え
つ・
鵜
の
浜
・
柿
崎
中
央
海
水
浴
場

市
内
に
は
水
質
が
き
れ
い
な
４
つ
の
海
水
浴
場
が
あ
り
ま
す
。

安
心
し
て
海
水
浴
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、

海
水
浴
場
開
設
期
間
中
は
監
視
員
を
配
置
し
安
全
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

夕
暮
れ
の
日
本
海
に
沈
む
美
し
い
夕
日
は
必
見
で
す
。

上
越
の
海
・
海
水
浴

■
7
月
中
旬
〜
8
月
下
旬
　
■
た
に
は
ま
・
な
お
え
つ・
鵜
の
浜
・
柿
崎
中
央
海
水
浴
場

■
1
月
14
日
・
15
日
　
■
桑
取
地
区

桑
取
谷
の
小
正
月
の
行
事
は
、何
百
年
も
前
か
ら
伝
わ
る
地
域
の
伝
統
行
事
。

行
事
は
各
家
庭
の
繭
玉
作
り
に
始
ま
り
、1
月
14
日
・
15
日
に「
鳥
追
い
」「
禊（
み
そ
ぎ
）」

「
嫁
祝
い
」「
賽
の
神（
サ
イ
ノ
カ
ミ
／
オ
ー
マ
ラ
）」と
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

い
ず
れ
も
五
穀
豊
穣
、人
々
の
幸
せ
を
願
っ
た
も
の
で
、

子
ど
も
た
ち
の
果
た
す
役
割
が
と
て
も
大
き
い
の
も
特
徴
で
す
。

桑
取
谷
の
小
正
月
（
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
）

■
1
月
14
日
・
15
日
　
■
桑
取
地
区

■
２
月
上
旬
　
■
板
倉
区 

猿
供
養
寺
パ
ー
ク
み
よ
し
野

8.
1
8
m
の
積
雪
記
録
を
も
つ
板
倉
区
寺
野
地
区
で
開
催

さ
れ
る
雪
ま
つ
り
で
す
。ゴ
ム
チ
ュ
ー
ブ
に
人
を
乗
せ
て

引
っ
張
る
寺
野
ダ
ー
ビ
ー
や
花
火
大
会
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

寺
野
遊
雪
ま
つ
り

■
２
月
上
旬
　
■
板
倉
区 

猿
供
養
寺
パ
ー
ク
み
よ
し
野

■
7
月
23
日
〜
29
日
　
■
高
田
・
直
江
津
地
区

4
0
0
年
続
く
伝
統
の
祇
園
祭
。

高
田
と
直
江
津
が
み
こ
し
で
結
ば
れ
、19
の
屋
台
の
迫
力
あ
る

お
饌
米（
お
せ
ん
ま
い
）奉
納
で
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎
え
ま
す
。

「
直
江
津
・
高
田
祇
園
祭
の
御
旅
所
行
事
と
屋
台
巡
行
」は
新
潟

県
無
形
民
俗
文
化
財（
風
俗
慣
習
）に
指
定
さ
れ
、日
本
遺
産「
荒

波
を
越
え
た
男
た
ち
の
夢
が
紡
い
だ
異
空
間
〜
北
前
船
寄
港

地
・
船
主
集
落
〜
」の
構
成
文
化
財
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

上
越
ま
つ
り

■
7
月
23
日
〜
29
日
　
■
高
田
・
直
江
津
地
区

戦
国
時
代
の
名
将
・
上
杉
謙
信
公
の
武
勇
と
遺
徳
を
讃
え
偲
ぶ
祭
り
。

謙
信
公
出
陣
の
儀
式
で
あ
る「
武
禘
式
」、

鎧
兜
に
身
を
つ
つ
ん
だ
武
者
達
が
春
日
山
周
辺
を
練
り
歩
く「
出
陣
行
列
」、

そ
の
後
に
行
わ
れ
る「
川
中
島
合
戦
の
再
現
」は
、

戦
国
絵
巻
さ
な
が
ら
の
迫
力
と
臨
場
感
が
あ
り
、見
る
人
を
魅
了
し
ま
す
。

謙
信
公
祭

上
杉
謙
信
公
の
武
勇
と
遺
徳
を
讃
え
偲
ぶ

■
8
月
下
旬
　
■
春
日
山
城
跡
、

　
　
　
　
　
　
　
春
日
山
城
史
跡
広
場
ほ
か

■
8
月
下
旬
　
■
春
日
山
城
跡
、

　
　
　
　
　
　
　
春
日
山
城
史
跡
広
場
ほ
か

上
越
市 

四
季
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
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四季折々に魅力ある上越市。季節にあわせてさまざまな催しが行われます。
熱き情熱の鼓動が、多くの人々の感動と共感を呼び、人と人を結びつけます。

■
8
月
上
旬
　
■
柿
崎
区 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
前

上
杉
謙
信
公
の
四
天
王
の
一
人
と
し
て
名
高
い
、

柿
崎
景
家
公
を
称
え
開
催
さ
れ
る
祭
り
で
す
。

山
車
、み
こ
し
、景
家
公
出
陣
式
な
ど

多
彩
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

柿
崎
時
代
夏
ま
つ
り

■
8
月
上
旬
　
■
柿
崎
区 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
前

■
10
月
上
旬
　
■
吉
川
区 

よ
し
か
わ
杜
氏
の
郷

全
国
2
0
0
銘
酒
の
き
き
酒
会
や
き
き
酒
コ
ー
ナ
ー
、

ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
な
ど
、内
容
盛
り
沢
山
の
催
し
で
す
。

越
後
よ
し
か
わ
酒
ま
つ
り

■
10
月
上
旬
　
■
吉
川
区 

よ
し
か
わ
杜
氏
の
郷

■
9
月
中
旬
　
■
名
立
区 

う
み
て
ら
す
名
立

と
れ
た
て
の
山
海
の
幸
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
い
、

5
0
0
人
分
が
一
度
に
作
れ
る
大
鍋
で
調
理
し
た

豪
快
な
鍋
汁
を
ご
堪
能
い
た
だ
け
ま
す
。

名
立
大
鍋
ま
つ
り

■
9
月
下
旬
　
■
名
立
区 

う
み
て
ら
す
名
立

■
9
月
下
旬
　
■
頸
城
区 

大
池
い
こ
い
の
森
第
３
キ
ャ
ン
プ
場

昔
、大
池
で
行
わ
れ
て
い
た
行
事
を
再
現
し
た
お
祭
り
で
す
。美
し
い
自
然
に

囲
ま
れ
た
キ
ャ
ン
プ
場
を
会
場
に
、魚
の
つ
か
み
ど
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
や
、

青
空
市
場
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

大
池
ま
つ
り

■
9
月
下
旬
　
■
頸
城
区 

大
池
い
こ
い
の
森
第
３
キ
ャ
ン
プ
場

■
10
月
第
4
土
・
日
曜
日
　
■
高
田 

本
町
商
店
街

上
越
地
域
の
酒
蔵
で
造
ら
れ
る
日
本
酒
を
始
め
、ワ
イ
ン
、ど
ぶ
ろ
く

な
ど
の
S
A
K
E
を
一
堂
に
集
め
て
試
飲
・
販
売
を
行
い
ま
す
。

上
越
の
酒
・
食
文
化
が
丸
ご
と
味
わ
え
ま
す
。

越
後
・
謙
信
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｅ
ま
つ
り

■
10
月
下
旬
　
■
高
田
本
町
商
店
街

■
2
月
第
１
土
曜
日
、
日
曜
日

■
金
谷
山
ス
キ
ー
場
、
高
田
本
町
商
店
街
ほ
か

日
本
ス
キ
ー
発
祥
の
地
、金
谷
山
の
周
辺
を
会
場
に
、日
本
に
初
め
て

ス
キ
ー
術
を
伝
え
た
当
時
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
の

軍
人
レ
ル
ヒ
少
佐
の
遺
徳
を
顕
彰
す
る
レ
ル
ヒ
祭
。

当
時
の
様
子
を
再
現
し
た
一
本
杖
ス
キ
ー
の
実
演
な
ど
、様
々
な
イ
ベ

ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。

レ
ル
ヒ
祭

■
2
月
第
１
土
曜
日
、
日
曜
日

■
金
谷
山
ス
キ
ー
場
、
高
田
本
町
商
店
街
ほ
か

た
か
だ
花
ロ
ー
ド
ウ
ィ
ー
ク

■
９
月
14
日
〜
23
日
　
■
高
田
市
街
地
一
帯

■
9
月
下
旬
　
■
高
田
市
街
地
一
帯

城
下
町
高
田
の
雁
木
や
町
家
と
い
っ
た
歴
史
的
町
並
み
を

花
と
ア
ー
ト
作
品
で
あ
で
や
か
に
彩
り
ま
す
。

高
田
城
址
公
園
の
外
堀
約
19
h
a
を
埋
め
尽
く
す
蓮
は
、そ
の
規
模
・
美
し
さ

か
ら
東
洋
一
と
い
わ
れ
、期
間
中
は
蓮
の
観
察
会
等
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

蓮
の
種
類
は
ほ
と
ん
ど
が
紅
蓮
で
、部
分
的
に
は
白
蓮
も
混
じ
り
ま
す
。

ま
た
、西
堀
北
側
の
観
蓮
園
で
は
世
界
各
種
の
蓮
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

高
田
城
址
公
園
観
蓮
会

か
ん

れ
ん

か
い

■
7
月
下
旬
〜
8
月
中
旬
　
■
高
田
公
園
公
園

■
7
月
中
旬
〜
8
月
下
旬
　
■
高
田
城
址
公
園

■
2
月
下
旬

■
安
塚
区
「
安
塚
キ
ャ
ン
ド
ル
ロ
ー
ド
」

■
大
島
区
「
大
島
雪
ほ
た
る
ロ
ー
ド
」

■
浦
川
原
区
「
う
ら
が
わ
ら
雪
あ
か
り
フ
ェ
ス
タ
」

■
牧
区
「
ま
き
深
山（
み
や
ま
）の
と
も
し
び
」

■
高
士
区
「
高
士
ル
ミ
ネ
」

市
内
６
地
区
の
沿
道
や
雪
原
に
キ
ャ
ン
ド
ル
の
柔
ら
か
な
あ
か
り
が
灯
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

キ
ャ
ン
ド
ル
の
灯
と
そ
の
柔
ら
か
な
あ
か
り
が
演
出
す
る
温
か
な
雪
の
世
界
が
人
々
を
魅
了
し
ま
す
。

灯
の
回
廊

■
2
月
下
旬

■
安
塚
区
「
安
塚
キ
ャ
ン
ド
ル
ロ
ー
ド
」

■
大
島
区
「
大
島
雪
ほ
た
る
ロ
ー
ド
」

■
浦
川
原
区
「
う
ら
が
わ
ら
雪
あ
か
り
フ
ェ
ス
タ
」

■
牧
区
「
ま
き
深
山（
み
や
ま
）の
と
も
し
び
」

■
高
士
区
「
高
士
ル
ミ
ネ
」

■
名
立
区
「
不
動
ミ
ニ
キ
ャ
ン
ド
ル
ロ
ー
ド
」

と
も
し
び

■
4
月
下
旬
　
■
吉
川
区
尾
神

吉
川
区
尾
神
周
辺
の
樹
齢
3
0
0
年
を
超
え
る
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
。

ま
つ
り
で
は
3
本
の
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
を
バ
ス
で
巡
る
鑑
賞
な
ど
が
行
わ
れ
、

見
る
人
を
和
ま
せ
ま
す
。

尾
神
し
だ
れ
桜
ま
つ
り

■
4
月
下
旬
　
■
吉
川
区
尾
神
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